
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
関
し
、
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
使
用
料
条
例
（
平
成
二
十

八
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
許
可
等
）

第
二
条

宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
加
工
公
開
実
験
棟
の
機
器
及
び
宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
気
仙
沼
水
産
試

験
場
種
苗
生
産
施
設
（
以
下
「
機
器
等
」
と
い
う
。
）
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
許
可
申
請
書
（
様
式
第

一
号
）
を
宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
所
長
（
以
下
「
所
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
使
用
許
可
書
（
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
機
器
等
の
使
用
を
許

可
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
機
器
等
の
使
用
中
、
同
項
の
使
用
許
可
書
を
携
帯
し
、
所
長
の

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
料
の
額
）

第
三
条

条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
使
用
料
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
使
用
料
の
徴
収
）

第
四
条

条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
徴
収
は
、
知
事
の
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
使
用
料
の
減
免
）

第
五
条

条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
使
用
料
を
減
免
す
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
で
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。

二

公
益
を
目
的
と
す
る
団
体
が
県
内
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
使
用
す
る
場
合
で
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。



三

そ
の
他
所
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

２

条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
使
用
料
減
免
申
請
書
（
様
式
第
三

号
）
を
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
六
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
所
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


